
した。神社は麹の密造が横行する

たびに幕府に禁止を迫り、応永26

年（1419）幕府は禁止を命令しま

す。それに応じて町内の酒屋が誓

約書を提出し、それらが保管され

て残ったものが北野神社の『北野

文書』です。

この誓約書には所在地が記され

ており、当時の酒屋の配置がよく

わかる大変貴重な史料となってい

ますが、その中の一つに「楊
やま

梅
もも

室

町西南頬
つら

之
の

倉
くら

」と記した史料があ

ります。楊梅通の南で、室町通の

西といえば、まさしく今回調査し

た地点にあたります。出土した埋

甕の遺構は酒倉であったことが判

明したわけです。

下京には、この他にも多数の酒

屋がありました。新町通（町尻小

路）は上京と下京をつなぐ主要街

路であったため、両側にはたくさ

んの酒屋が並んでいました。京都

駅の北西側で実施した調査でも甕

を据えた穴が見つかっており、さ

らに多くの店屋や酒屋が営まれて

いたもようです。図１は、こうし

た酒屋の分布を示しています。

今回見つかった酒倉の規模は、

東西約15ｍ、南北16ｍ以上あり、

北端は楊梅小路の南に揃えていま

す。道ばたに倉がそびえる光景だ

ったことでしょう。甕倉の西側に

は柱穴や井戸が掘られており、こ

こが作業場だったと思われます。

京都市下京区の旧尚徳中学校の

発掘調査で、陶器の甕
かめ

を据え付け

た穴が多数見つかり、ここに甕を

並べた倉があったことがわかりま

した。甕は鎌倉時代から室町時代

に作られたものですが、室町時代

にこの付近に酒屋のあったことを

記した史料が、北野神社（北野天

満宮）に伝えられています。

当時の酒造りは、甕の中に米と

麹
こうじ

を入れ、水を入れて自然発酵さ

せて造りました。甕を埋めた穴は

300基以上あり、大量の酒が醸造

できたことでしょう。

室町時代、酒造りは神社で働く

人達（神
じ

人
にん

）の特権で、麹の生産

には厳しい規制がかけられていま
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酒屋は倉と作業場が一体となって

いたようで、東西幅は30ｍほどあ

ります。調査地の西端にも井戸群

が見つかっています。これは新町

通に面する倉に属する井戸と考え

られます。

この地では、いつから酒造りが

始まったのでしょうか。出土した

陶器の甕は愛知県の常
とこ

滑
なめ

で焼かれ

た製品で、鎌倉時代に造られたも

のが含まれていますが、多くは14

世紀に入って生産されたものです。

鎌倉時代末期から室町時代の初め

には、大規模な酒倉が出現してい

たはずです。

また、この酒倉はいつまで存続

したのでしょうか。応永26年に麹

製造の禁止令が出され、この酒屋

も承諾の誓約書を提出しましたが、

甕による醸造は以後も継続してい

たと思われます。

据えられた甕の大半には破片が

残っていないため、抜き取られて

利用されたと考えます。そして、

残存する甕の底には直径１～２cm

の穴が開いていました。穴の周り

は放射状に割れていて、外側には

剥離が見られます。口から、先の

尖がった金属製の棒で底を打ち破

って壊しているようです。どうし

てそこまでしたのでしょうか。た

びたびの禁止令を守らなかったた

めに締め付けがきびしくなり、幕

府の役人によって破壊されたとも

考えられます。

酒屋の酒倉が破却されていった

頃、経済活動も下火になります。

応仁の乱（1467～77）の時期の調

査地は整地層に覆われ、遺構も少

ないことがわかりました。この地

が再び活況を呈するのは、桃山時

代以後のこととなります。

神社では神殿の両脇に酒樽が積

んである光景をよく目にします。

酒造業界から奉納されたものです

が、神社と酒造業界の結び付きは

さらに古くまで遡ることが、今回

の酒倉の遺構から実感することが

できました。

（丸川　義広）

出土した甕の底部（上／内面・下／外面）

図１　調査地と店屋の分布

平安京条坊に調査地と『京都の歴史３』付図
（京都市）の酒店・油店を重ねて作成した。


